
公益社団法人 日本農芸化学会 中部支部 第 168回例会 

ミニシンポジウム 
ペプチド系抗生物質の生合成 

―ペプチド合成酵素の多様な触媒メカニズム― 
参加無料：会員でない方も来聴歓迎  

 
平成25年 10月 12日（土） 
会場：名古屋大学シンポジオン 
（地下鉄名古屋大学駅２番出口・徒歩２分） 

 
 

13:00 開会挨拶・支部功労者表彰 
13:15 「ペプチドライゲースとリボソームによる協同的な 
  ペプチド新奇生合成機構の解明」 
    大利 徹（北海道大学大学院工学研究院） 
14:00 「ホモポリアミノ酸およびホモオリゴアミノ酸を 
  合成する新奇ペプチド合成酵素の反応メカニズム」 
    濱野吉十（福井県立大学生物資源学部） 
15:00 一般ポスター発表 
16:30 懇親会（シンポジオン２階 ユニバーサルクラブ 
           一般 2,000 円／学生 500 円） 
 

主催：公益社団法人 日本農芸化学会 中部支部 
問合せ：中部支部庶務幹事 邊見 久（名古屋大・生命農） 
Tel: 052-789-4134 E-mail: hhemmi@agr.nagoya-u.ac.jp 
 
最新情報は日本農芸化学会中部支部ホームページでご確認ください。 
http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~jsbba/ 


